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起こした。それまで文字だけだった紙面に写真を効果的に掲載することで、 読者層 拡大した。また、禁止されていた広告掲載を許可することで広告収入を可能にし、それをコストのかかる写真の 料や、執筆者に対する原稿料にあてた。このような出版物にかける情熱は、一九八〇年代に徐々に高まりをみせた。それは、こ 時代に政治的安定が保た たこと よものだろう。　
研究機関が刊行する雑誌として
は、
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は、タイ国内外の考古学や歴史学などの論文が掲載さ 学術雑誌であり、とりわけ一九九〇年代に強い影響力を持った。学術的な内容であるが、図像資料を多用しているために大学紀要よ も一般読者が手に取りやすい。現在、大学関係者や博物館職員等が執筆者に名を連ねて 。 本誌の出版社は、M
atichon と同じくマティチョン



















く、世論の形成に強い影響力を持った。写真は右から本誌一九七二年五号 一九七四年八号の表紙であるが、この号は当時の日 商品不買運動に関する特集である。表紙のイラストからも、雑誌の強いメッセージが読み取れ であろう。　
Sangkhom
sat Parithat が、その
強い政治的主張ゆえに、発刊を制限されると、一九八〇年代から影響力をもったのが、チュラロンコーン大学の経済学者グループが中心となって刊行し
W
arasan 
Setthasat Kan M
uang （政治経済
学雑誌）であった。本誌には タイの資本主義経済システムやを批判的に分析する論文が多く掲載された。また、キリスト教系のＮＧＯによって出版された
Sang-
khom
 Phatthana （社会開発）は、
ＮＧＯ活動家や研究者の論文を掲載してＮＧＯなどの社会活動家たちの思想を形成する場となった。　
最近では、
Fa D
ieo Kan （同じ
空＝平等）という雑誌が、知識人や活動家に社会体制批判とタイ社会の方向性を議論する場 提供し、大きな影響力を持つ。　
このように、タイの雑誌は、学
者や知識人らが自分の理想とする
社会を描き、また、理想を実現するための方策を訴えるメディアとしてあるという点で極めて特徴的である。換言すれば、タイのアカデミズムと社会 は、雑誌を媒介に緊密な関係性を保っているのである。外国の読者にとっても、こうした雑誌がタイ社会の動態 知るうえで有用な情報源になることは間違いない。謝辞：本稿の執筆にあたり、神田外語大学の重冨スパポン教授、アジア経済研究所の重冨真一研究員、船津鶴代研究員、今泉慎也研究員から聞き取りをさせていただいた。記して謝意を表したい。なお全ての文責は筆者にある。（こばやし
　
まりえ／アジア経済研
究所
　
図書館資料企画課）
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左：1974年8号／右：1972年5号
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